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　は じめに ：潰瘍性大腸炎の 漢方治療に関 して は、充分量 の 現代医薬品に 漢方薬 と併用 し

た報告例が大多数で あ る。 漢方薬を主 とし，現代医薬品を少量併用 した症例報告は．演者

の 報告以外に は な い
。 今回は 、現代 医薬品に よる副作用 の ため ．漢方治療を希望 して 来院

した 症例 を示 し ． 潰瘍性大腸炎 の 漢方治療 の 方針 を示 した い
。

　症例 ：川 0 　修　42才　男性

　臨床経過 ： 1987 年 10月か ら粘血下痢便が続 き、某病院で 入院精査を受 く。 約 1 ケ 月

して 潰瘍性大腸炎 と診断 さる 。
ス テ ロ イ ド、イ ム ラ ン お よ びサ ラ ゾ ピ リ ン の 投与を受 けた

と こ ろ、全身に 中毒性皮疹 を きた し、肝障害を き た した 。 1988 年 2 月、漢方治療 を求

め て 、演者 の もと に受診 し入 院 し た 。 中等症 の 潰瘍性大腸炎 と診断 し．イ ム ラ ン とサ ラ ゾ

ピ リ ン を中止 、人参湯 とプ レ ドニ ゾ ロ ン 2T とした 。 肝障害 と皮疹は急速に消退 し 、 人参

湯合穹帰膠艾湯 に プ レ ドニ ゾ ロ ン lT を併用 と し て
， 約 1 ケ 月の 入院合外来治療に て 経過

観察が可能 とな っ た 。

　潰瘍 性大腸炎の 漢方療法 の 方針

　演者は これまで 10症例に つ い て ，漢方治療を主と し、小量また は短期間の 現代医薬品の

併用治療を行 っ た 。 ま っ た くの 無効例は 1例の み で あ っ た 。 5 例 は漢方薬 単独例 、4 例に

は 、ス テ ロ イ ドま た は サ ラ ゾ ピ リン を併用 したが ， 量 は通常の 治療 に用 い られ る もの の 半

量か ら 3 分の 1 で あ っ た 。 治療方針は 次の 通 りで あ る 。

　重症例 ；人参湯合苛帰膠艾 湯、また は柴苓湯、プ レ ドニ ゾ ロ ン 6 錠を短期間併用 。

　軽症例 ：人参湯 、 ま たは人参湯合芸膠湯 ， 時に サ ラ ゾ ピ リ ン を 2 、 4 錠併用。

　中等度症 ：軽 症例に準 じ、ス テ ロ イ ドの 少量 また は サ ラゾ ピ リ ン の 併用を行な う。

　併柴苓湯 に 関 して は、すで に コ ン トロ
ー

ル され て い る症例が ，何か の 原因 で 急性増悪 し

た場合、数週 間用 い て み る方法が 最 もよ い
。

34 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


